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【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 棚町　俊樹

福岡県バスケットボール協会

全九州大会２回戦、鹿児島県３位鹿児島商業対沖縄県３位小禄との対戦、鹿児島商業のスターティングメンバ―
は、＃１８、＃２３、＃３６、＃４５、＃５１、小禄のスターティングメンバ―は＃５、＃６、＃７、＃８、＃１２、で試合開
始。第1Q両者マンツーマンで始まる。鹿児島商業はファストブレイクで得点、小禄はピックアンドロールから得点を決
め、両者互角の戦いを見せる。小禄は第１Qの残り５分、１－２－２のオールコートプレスを仕掛ける。第１Qは２０－
１９で小禄がリード。第2Qの立ち上がり、小禄は＃７の1on1やスティールからの速攻で得点を重ねる。鹿児島商業の
タイムアウト後、小禄が激しいディフェンスから速い展開に持ち込む。一方、鹿児島商業は堅いディフェンスから、＃
４５のバスケットカウント、＃３６の３ｐｔｓで粘りを見せる。前半は４２－３６で小禄がリードして終了。第3Q、小禄は＃７
のドライブからの合わせや＃１２のゴール下でのショットで得点をしていく。追いつきたい鹿児島商業は果敢に攻める
もなかなか点差を埋めることができない。その後、鹿児島商業は＃２４のゴール下、＃３のバスケットカウント、＃２３
の３ptsと連続して得点が決まり第３Q終了間近、ついに逆転に成功する。第３Qは６４－６０で鹿児島商業がリード。
第4Q序盤、鹿児島商業は＃３６の連続3ｐｔｓでリードを広げる。対する小禄は＃８の鋭いドライブや＃５のゴール下で
のアグレッシブなプレーで食い下がる。残り４分、小録＃５のインサイドプレーと＃７の速攻等で１点差まで追いつく。
鹿児島商業はタイムアウトを請求。その後、一進一退の攻防が続く。残り１分で小録のドライブが決まり、小禄がリー
ドを奪う。鹿児島商業は前から当たるも小禄は冷静に試合を運ぶ。鹿児島商業は最後3ptsを決めるも試合終了。要
所でシュートを決めた小禄が接戦を物にした。
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鹿児島商業 83
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84 小禄
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第２副審 西崎拓哉

主審 山口 憲昭

第1副審 萩尾 繁治

(日) 10:30

コート Cコート 第2試合

カテゴリー 男子 準決勝

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月24日
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